
 
 

  １１月１１日（火）、「市長との政策懇談会」がありました。 当局（市長・副市長・教育長・理事など）と会派議

員（会派：方向性を同じくする議員グループ）が、来年度予算など政策を議論する懇談会です。 

 伊丹市が目指す都市像・安全安心のまちづくり・子育て教育施策などについて議論を重ねました。 
 

  また会派「フォーラム伊丹」から「Ｈ２７年度 予算要望書」を提出しました。“来年度の予算はこうしてくださ

い”という会派からの要望をまとめたものです。 会派議員（８名）で議論を重ねた内容を１５ページにわたって

綴っており、一項目ずつ文書で回答をもらう予定です。   

 要望書は“渡して終わり”ではダメです。要望事項について、来年３月の予算審査委員会で審議するのは

もちろん、それまでにも担当部局などと議論を重ね、「住みたい街・住んでよかった街」伊丹を目指してまい

ります。 
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友人（自身も子どもも同い年）。無事
改革に取り組んでいます。伊丹もしっかり取り組もうと改めて気合が入っています。

 
こう”という事柄を条例にまとめたもの。北海道栗山町が策定したのを発端に、現在全国で５００以上の議会
が定めています。伊丹市議会も
 
 
会を担当した１１月２９日（土）ｉｎことば蔵では、下記のような意見をいただきました。
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いっそう

Ｈ２７年度 予算要望書を提出！ 

「議会基本条例（案）」、市民に説明会！

 このチラシは、伊丹市議会議員“相崎佐和子”が、市政情報などを 
お届けしているニュース紙です。 
  
 毎月発行（年4回はＡ３・その他はＡ４）しており、ポスティング・
駅やスーパーマーケット前での配布・郵送などでお届けしています。 
 

 相崎佐和子 

 １０月２８～２９日、飛行場問題対策特別委員会で視察に行きました。“議員視察 

はしっかり報告し、市政に活かす”がモットーの私。視察内容をご報告いたします。 
 

 １日目は国土交通省へ。飛行場委員会では毎年、伊丹空港を管轄する国交省に 

各種要望にいくのが定例です。 
 

 最も訴えるべきことは「安全と環境に最大限の配慮を」です。地元市として最大の 

懸念事項であるも、自分たちで具体的にできることは限られている。ゆえに毎年 

訴え続けており、今年も力強く主張してきました。 
 

 もう１つの懸念事項は“コンセッション”。伊丹空港と関西国際空港は現在、 

１００％国出資の会社が運営をしていますが、Ｈ２８年に運営権を完全民間会社に譲渡する 

予定です。この“運営権の譲渡”をコンセッションといいます。 地元としては「コンセッション 

はいいけど、新会社は安全と環境に配慮をしてくれるんで 

しょうね？」というのが懸念点。国交省曰く「安全と環境へ 

の配慮はコンセッションの条件に盛り込むので、配慮でき 

ない会社は手をあげられない。ご安心を。」とのこと。 

進捗の情報提供と、国の監督責任の堅持を要望しました。 

伊丹空港が民間運営に！ ～飛行場委員会の視察～ 

 

 

港＆関西国際空港の経緯と似ています。（実際、セントレア建設時は関西を様々に参考にしたそう）。

 

自衛隊・防衛省・航空機産業会社などが関連しており、年間５０～６０万人もの利用客数とのこと。名古屋空

港もセントレア空港も一定活性化しているので、

 
 

 

のライトアップ・音楽祭の開催・全国ゆるキャラグランプリの開催・結婚式（空港で結婚式ができる。人気だ

そう）・・・

かもしれません。
 

 

はあるものの、

を目指すのがよいと考えています。地元市として出来る事

すべき事をおこなっていきます。

↑  左から川上議員・山薗議員・泊議員・齋藤議員・相崎・藤原市長・西村議員・櫻井議員・保田議員 ↑  幹事長として藤原市長に 


